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『太 陽』誌上 における 〈農業 〉欄
号
(3
)
「横
井
時
敬
論
」
村
上
保
男
『日
本
農
政
学
の
系
譜
』
昭
和
四
十
七
年
三
月
二
十
日
、
東
京
大
学
出
版
会
刊
(4
)
伝
田
功
『近
代
日
本
農
政
思
想
の
研
究
』
(昭
和
四
十
四
年
八
月
十
五
日
、
未
来
社
刊
)
に
は
〈当
時
横
井
を
は
じ
め
と
く
に
駒
場
農
学
校
の
出
身
者
た
ち
は
、
老
農
者
に
よ
っ
て
に
な
わ
れ
て
き
た
慣
行
農
法
、
経
験
農
法
を
、
ド
イ
ツ
の
農
芸
化
学
を
中
心
と
す
る
農
業
技
術
と
結
合
せ
し
め
る
こ
と
に
よ
り
、
水
田
農
業
を
主
体
と
す
る
小
農
経
営
に
適
合
し
た
日
本
的
な
小
農
技
術
を
生
み
出
し
て
い
た
〉
と
い
う
指
摘
が
あ
る
。
(5
)
「横
井
時
敬
の
農
本
主
義
」
綱
沢
満
昭
『日
本
の
農
本
主
義
』
平
成
六
年
一
月
、
紀
伊
國
屋
書
店
刊
(6
)
井
上
馨
の
こ
と
。
(7
)
『近
代
日
本
農
政
史
』
昭
和
二
十
二
年
九
月
、
世
界
書
院
刊
(8
)
肩
書
は
東
京
農
林
学
校
教
師
独
国
プ
ロ
フ
エ
ッ
ソ
レ
。
ノ
(9
)
『開
墾
地
移
住
経
営
事
例
』
(昭
和
二
年
刊
。
本
文
は
桜
井
武
雄
『近
代
日
本
農
政
史
』
(昭
和
二
十
二
年
九
月
、
世
界
書
院
刊
)
に
拠
っ
た
。
『
野
依
雑
誌
』
大
正
十
一
年
二
月
号
に
は
、
「
秋
、
西
那
須
野
な
る
三
島
氏
の
農
場
を
訪
つ
れ
て
」
と
い
う
サ
ブ
タ
イ
ト
ル
を
持
つ
前
田
夕
暮
「農
民
小
舎
十
一
首
」
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
水
霜
の
ふ
り
た
る
朝
の
農
場
の
す
が
し
き
空
の
朝
日
子
の
か
げ
煤
け
た
る
農
民
小
舎
の
荒
壁
に
…鎌
一
梃
か
か
り
い
う
す
み
に
け
り
(10
)
(
9
)
に
同
じ
。
(1
)
都
築
省
三
『村
の
創
業
』
(大
正
六
年
六
月
、
実
業
之
日
本
社
刊
)
に
は
北
海
道
に
開
拓
さ
れ
た
徳
川
農
場
の
試
行
錯
誤
が
活
写
さ
れ
て
い
る
。
(
12
)
寺
山
義
雄
『
農
政
秘
史
あ
の
時
こ
の
人
』
(昭
和
五
十
四
年
十
一
月
十
五
日
、
楽
游
書
房
刊
)
に
、
左
の
よ
う
な
記
載
が
あ
る
。
寺
山
義
雄
「
蚕
糸
業
は
外
貨
獲
得
の
有
力
産
業
で
、
第
二
次
世
界
大
戦
の
直
前
ま
で
続
い
た
。
小
倉
武
一
「
福
沢
諭
吉
は
明
治
二
十
年
代
だ
と
思
う
が
『
米
は
や
め
て
養
蚕
一
本
で
い
く
べ
き
だ
』
と
い
っ
て
い
る
。
(13
)
横
井
時
敬
は
『第
壹
農
業
時
論
』
(明
治
三
十
八
年
八
月
、
読
売
新
聞
新
社
刊
)
の
「現
今
の
農
業
政
策
」
に
お
い
て
農
商
務
省
の
放
任
政
策
批
判
を
展
開
。
当
代
の
自
由
貿
易
(田
口
卯
吉
)
と
保
護
貿
易
(犬
養
毅
)
の
論
争
は
村
上
保
男
『日
本
農
政
学
の
系
譜
』
(昭
和
四
十
七
年
三
月
二
十
日
、
東
京
大
学
出
版
会
刊
)
の
第
一
節
「横
井
時
敬
論
」
に
詳
述
さ
れ
て
い
る
。
(14
)
『太
陽
』
誌
上
の
農
業
情
報
を
受
容
す
る
こ
と
で
立
ち
現
わ
れ
る
農
民
像
と
し
て
、
小
畠
貞
一
「孤
独
は
耀
く
地
上
に
」
(『日
本
詩
人
』
大
正
十
一
年
七
月
号
)
が
想
定
さ
れ
得
る
か
も
知
れ
な
い
。
引
用
は
同
詩
の
第
三
連
で
あ
る
。
こ
の
耕
人
は
華
奢
に
し
て
肥
桶
の
類
を
担
が
な
い
.
自
然
化
学
を
応
用
し
空
中
無
尽
蔵
の
肥
料
を
乾
溜
し
田
畑
に
撒
布
す
る
ま
た
樹
間
の
蜘
蛛
の
巣
を
ア
ン
テ
ナ
に
利
用
し
我
が
創
見
の
無
線
電
信
機
を
装
置
し
世
界
の
文
明
智
識
と
日
々
に
談
話
す
る
ベ
ル
グ
ソ
ン
オ
イ
ケ
ン
ブ
ラ
ウ
ニ
ン
グ
の
お
爺
さ
ん
達
に
『お
早
う
』
を
交
換
す
る
黎
明
を
歌
う
は
純
白
の
ミ
ノ
ル
カ
種
そ
の
147
高
ら
か
な
る
提
唱
に
目
覚
め
て
噴
井
の
青
冷
に
嗽
ぐ
そ
こ
に
建
て
ら
れ
あ
る
は
玻
璃
製
の
小
建
築
ア
ス
パ
ラ
カ
ス
棕
梠
竹
羊
歯
の
類
は
鬱
荘
と
し
て
繁
茂
し
涼
涼
た
る
軟
風
に
戦
ぐ
(15
)
横
井
時
敬
「農
業
資
本
に
就
き
て
」
(『太
陽
』
明
治
二
十
九
年
一
月
一
日
)。
(16
)
〈近
年
各
地
水
害
頻
り
に
至
る
、
性
命
を
亡
失
し
、
財
産
を
蕩
尽
す
る
そ
れ
幾
何
そ
や
…
…
付
加
随
従
暴
威
を
逞
ふ
せ
し
め
た
る
も
の
は
森
林
の
濫
伐
与
か
つ
て
力
あ
る
こ
と
は
疑
ふ
へ
か
ら
さ
る
の
事
実
な
り
…
…
森
林
と
水
害
と
は
殆
と
微
妙
な
る
関
係
を
有
せ
る
も
の
に
し
て
、
周
到
な
る
森
林
の
造
設
は
、
以
て
其
災
害
を
薄
か
ら
し
め
、
若
く
は
之
を
し
て
皆
無
に
帰
せ
し
む
る
に
足
る
へ
し
〉。
(17
)
二
つ
の
論
文
を
集
大
成
し
た
も
の
が
、
法
学
士
某
の
「森
林
制
度
革
新
論
」
(『太
陽
』
明
治
三
十
五
年
五
月
五
日
)
で
あ
る
。
(18
)
高
橋
松
尾
『
カ
ラ
マ
ツ
林
業
総
説
』
(昭
和
三
十
五
年
三
月
、
日
本
林
業
技
術
協
会
刊
)
に
落
葉
松
の
伐
採
量
が
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
拠
れ
ば
、
明
治
末
か
ら
大
正
初
期
に
は
年
産
五
～
六
万
石
、
や
が
て
十
～
二
十
万
石
に
増
産
さ
れ
、
大
正
末
期
に
は
四
十
万
石
に
な
っ
て
い
る
。
(19
)
軽
井
沢
を
訪
れ
た
西
条
八
十
「軽
井
沢
日
記
抄
」
(『新
文
学
』
大
正
十
年
八
月
号
)、
室
生
犀
星
「初
秋
雑
筆
」
(『改
造
』
大
正
十
年
九
月
号
)
の
第
二
章
「軽
井
沢
印
象
」
に
は
落
葉
松
に
関
す
る
記
述
は
な
い
。
ち
な
み
に
明
治
四
十
年
八
月
執
筆
の
幸
田
露
伴
「軽
井
沢
」
、
明
治
四
十
五
年
夏
に
軽
井
沢
を
訪
れ
た
印
象
を
記
し
た
正
宗
白
鳥
「軽
井
沢
と
私
」
(『群
像
』
昭
和
三
十
三
年
十
月
号
)
も
同
様
で
あ
る
。
幸
田
露
伴
の
娘
・
文
が
大
正
初
年
代
に
浅
問
山
麓
の
池
西
庵
に
お
け
る
避
暑
生
活
を
作
品
化
し
た
「山
荘
」
(『知
性
』
昭
和
三
十
一
年
十
月
号
)
に
は
、
〈
二
軒
の
ま
は
り
と
い
ふ
も
の
は
松
・
か
ら
松
の
三
十
年
以
上
の
深
い
植
林
に
囲
ま
れ
て
…
…
山
気
の
静
寂
下
1
と
い
つ
た
感
じ
で
あ
る
。
:
三
・で
も
、
都
会
育
ち
の
若
い
き
や
う
だ
い
に
は
静
寂
が
か
な
り
ひ
ど
い
圧
迫
に
な
つ
た
V
と
記
さ
れ
て
い
る
。
(
20
)
〈
沓
掛
駅
か
ら
数
丁
行
つ
た
山
の
中
に
温
泉
が
あ
つ
て
、
そ
の
温
泉
の
湧
く
、
落
葉
松
の
多
い
山
の
腹
に
広
く
地
な
ら
し
な
ど
せ
ず
に
〉
。
(21
)
『明
星
』
以
外
に
発
表
さ
れ
た
詩
に
山
口
宇
多
子
の
「そ
よ
か
ぜ
は
語
る
」
(『野
依
雑
誌
』
大
正
十
年
六
月
号
)
が
あ
る
。
〈
そ
よ
か
ぜ
よ
/
さ
ざ
め
き
と
共
に
平
地
を
渡
る
そ
よ
か
ぜ
よ
/
お
前
の
爽
快
な
接
触
と
共
に
残
し
て
行
く
/
溶
け
合
つ
た
無
数
の
柔
和
な
花
の
薫
/
又
落
葉
松
や
小
川
の
薫
〉
(以
下
略
)
(2
)
『日
本
文
学
教
養
講
座
m
近
代
詩
』
昭
和
二
十
五
年
十
月
、
至
文
堂
刊
。
148
